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No.122 編集・発行／滋賀県議会

　この度、私どもが、歴史と伝統に培われた滋賀県議会の第104代議長ならびに第
115代副議長の重責を担うことになりました。その使命と職責の重大さを痛感し、
身の引き締まる思いです。
　さて、コロナ禍により停滞していた社会経済文化活動が、活気を取り戻し、海外
との交流も活発化する中において、エネルギーや食料品等の物価高騰への対応や、
頻発する自然災害への備え、人口減少・少子高齢化対策など、県政を取り巻く様々
な課題が山積しており、スピード感を持って、課題の解決に向けた取組を進めてい
かなければならないと考えております。
　一方で、本県で開催予定の国民スポーツ大会と全国障害者スポーツ大会を１年後
に控え、リハーサル大会などの開催準備や、2028年春の開校を目指す県内初の高
等専門学校の設置準備など、未来に向けた取組がさらに加速する年でもあります。
　滋賀県議会といたしましては、県民の皆様の声を真摯に受け止め、常に県民の皆様の生命と
財産を守ることを最優先に考え、二元代表制の一翼を担う機関として、監視機能や政策立案機
能の向上に努めつつ、活発な議論を行ってまいります。
　また、昨年度に滋賀県議会委員会条例を改正し、大規模な災害の発生時や感染症のまん延な
どの場合には、委員会にオンライン出席できることとしたところです。新しい技術の活用により、
災害時等の非常事態においても議会の責任を果たしてまいりたいと考えております。
　今後とも、皆様の格別なる御支援と御協力をお願い申し上げ、就任の御挨拶とさせていただき
ます。

就任の御挨拶
　滋賀県議会は、令和６年４月26日に４月招集会議
を開き、令和６年度定例会の会期を令和７年３月19
日までと決定しました。招集会議では、第104代議
長に有村國俊議員を、第115代副議長に目片信悟議
員を選出したほか、各委員会の正副委員長と委員、
関西広域連合議会議員を選出し、県議会の新体制を
決定しました。
　また、知事提出議案２件が上程され、審議した結果、
いずれも原案のとおり承認または同意しました。

４月招集会議４月招集会議のの概要概要

常任委員会の構成（令和６年４月26日現在）
総務・企画・公室常任委員会

（定数９人　現員８人）
委 員 長 副委員長 委　　　　　　　　　　　　　　　　　　員

白
しら

井
い

　幸
ゆき

則
のり

自由民主党滋賀県議会議員団
草津市　②

木
もく

沢
ざわ

　成
まさ

人
と

さざなみ倶楽部
東近江市日野町愛荘町　⑤

田
た

中
なか

　英
ひで

樹
き

自由民主党滋賀県議会議員団
栗東市　①

菅
すが

沼
ぬま

　利
とし

紀
のり

自由民主党滋賀県議会議員団
湖南市　②

森
もり

重
しげ

　重
しげ

則
のり

チームしが 県議団
守山市　①

目
め

片
かた

　信
しん

悟
ご

自由民主党滋賀県議会議員団
大津市　④

大
おお

野
の

　和
わ

三
さぶ

郎
ろう

無所属
彦根市犬上郡　④

冨
と

波
ば

　義
よし

明
あき

チームしが 県議団
野洲市　④

文スポ・土木・警察常任委員会
（定数９人　現員９人）

委 員 長 副委員長 委　　　　　　　　　　　　　　　　　　員

周
す

防
おう

　清
せい

二
じ

自由民主党滋賀県議会議員団
東近江市日野町愛荘町　③

赤
あか

井
い

　康
やす

彦
ひこ

チームしが 県議団
彦根市犬上郡　①

谷
たに

　　成
しげ

隆
たか

自由民主党滋賀県議会議員団
東近江市日野町愛荘町　①

田
た

中
なか

　　誠
まこと

滋賀維新の会
草津市　①

佐
さ

口
ぐち

　佳
よし

恵
え

チームしが 県議団
大津市　②

本
ほん

田
だ

　秀
ひで

樹
き

自由民主党滋賀県議会議員団
東近江市日野町愛荘町　②

加
か

藤
とう

　誠
せい

一
いち

自由民主党滋賀県議会議員団
東近江市日野町愛荘町　③

駒
こま

井
い

　千
ち

代
よ

さざなみ倶楽部
草津市　④

角
すみ

田
だ

　航
こう

也
や

チームしが 県議団
米原市　③

環境・農水常任委員会
（定数８人　現員８人） 

委 員 長 副委員長 委　　　　　　　　　　　　　　　　　　員 《記入例》　職名

重
しげ

田
た

　　剛
たけし

自由民主党滋賀県議会議員団
近江八幡市竜王町　②

柴
しば

田
た

　栄
えい

一
いち

滋賀維新の会
湖南市　①

小
お

河
がわ

　文
ふみ

人
と

自由民主党滋賀県議会議員団
甲賀市　①

野
の

田
だ

　武
たけ

宏
ひろ

チームしが 県議団
大津市　①

清
し

水
みず

　ひとみ
公明党滋賀県議団

大津市　②

柴
しば

田
た

　清
きよ

行
ゆき

自由民主党滋賀県議会議員団
長浜市　②

奥
おく

村
むら

　芳
よし

正
まさ

自由民主党滋賀県議会議員団
草津市　⑤

今
いま

江
え

　政
まさ

彦
ひこ

チームしが 県議団
近江八幡市竜王町　⑤

氏
ふ り が な

名
所属会派

選挙区　当選回数

厚生・産業・企業常任委員会
（定数９人　現員９人）

委 員 長 副委員長 委　　　　　　　　　　　　　　　　　　員

中
なか

沢
ざわ

　啓
けい

子
こ

チームしが 県議団
彦根市犬上郡　⑦

村
むら

上
かみ

　元
げん

庸
よう

自由民主党滋賀県議会議員団
甲賀市　②

谷
たに

口
ぐち

　典
のり

隆
たか

自由民主党滋賀県議会議員団
彦根市犬上郡　①

岩
いわ

崎
さき

　和
かず

也
や

公明党滋賀県議団
大津市　①

河
かわ

村
むら

　浩
ひろ

史
し

滋賀維新の会
大津市　①

田
た

中
なか

　松
まつ

太
た

郎
ろう

チームしが 県議団
甲賀市　③

海
かい

東
とう

　英
ひで

和
かず

自由民主党滋賀県議会議員団
高島市　③

有
あり

村
むら

　國
くに

俊
とし

自由民主党滋賀県議会議員団
近江八幡市竜王町　④

節
ふし

木
き

　三
み

千
ち

代
よ

日本共産党滋賀県議会議員団
大津市　④

教育・子ども若者常任委員会
（定数９人　現員９人）

委 員 長 副委員長 委　　　　　　　　　　　　　　　　　　員

九
くの

里
り

　　学
まなぶ

チームしが 県議団
栗東市　⑤

井
い

狩
かり

　辰
たつ

也
や

自由民主党滋賀県議会議員団
野洲市　②

桐
きり

田
た

　真
まこ

人
と

自由民主党滋賀県議会議員団
大津市　②

中
なか

山
やま

　和
かず

行
ゆき

日本共産党滋賀県議会議員団
長浜市　①

河
かわ

井
い

　昭
あき

成
なり

チームしが 県議団
大津市　②

小
お

川
がわ

　泰
やす

江
え

チームしが 県議団
守山市　②

桑
くわ

野
の

　　仁
ひとし

自由民主党滋賀県議会議員団
大津市　③

川
かわ

島
しま

　隆
りゅう

二
じ

自由民主党滋賀県議会議員団
長浜市　⑤

清
し

水
みず

　鉄
てつ

次
じ

さざなみ倶楽部
高島市　⑤

議　長
有村 國俊

副議長
目片 信悟

議案番号 件　　　名 結果
（知事提出）

議第86号 専決処分につき承認を求めることについて（滋
賀県税条例および合衆国軍隊および合衆国軍隊
の構成員等の所有する自動車に対する自動車税
の種別割の賦課徴収の特例に関する条例の一部
を改正する条例）

承認

議第87号 滋賀県監査委員の選任につき同意を求めること
について

同意

４月招集会議で審議した議案



こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会の活動を一層御理解いただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。滋賀県議会だよりに関する御意見は下記までお寄せください。
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滋 賀 県 議 会 だ よ り第122号 令和６年（2024年）５月19日（日）　（2）
　

我
々
、
自
由
民
主
党
滋
賀
県

議
会
議
員
団
は
、
県
議
会
に
お

け
る
最
大
会
派
と
し
て
実
現
可

能
で
責
任
の
あ
る
政
策
提
案
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
で
は
多
く
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。こ
の
地
震
で
は
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
の
遅
れ
な

ど
多
く
の
課
題
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
発
生
が
見
込
ま
れ
る
琵

琶
湖
西
岸
断
層
帯
地
震
や
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
だ
け
で
な

く
、
近
年
激
甚
化
・
頻
発
化
し

て
い
る
豪
雨
災
害
な
ど
へ
の
備

え
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

防
災
・
減
災
対
策
を
強
化
し
、

災
害
へ
の
対
応
能
力
を
一
層
高

め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
円
安
や
人
手
不
足
に

よ
り
物
価
高
騰
が
進
み
県
民
生

活
や
地
域
経
済
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
価
高

に
負
け
な
い
持
続
的
な
賃
上
げ

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
本
格
的

な
経
済
成
長
へ
の
好
循
環
が
実

現
さ
れ
る
よ
う
政
府
や
県
当
局

に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、来
年
に
は
、

わ
た
S
H
I
G
A
輝
く
国
ス
ポ

・
障
ス
ポ
大
会
、
大
阪
・
関
西

万
博
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
県

に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
観

光
振
興
の
き
っ
か
け
に
な
る
も

の
と
、大
変
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

県
政
の
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
が
、
県
民
の
皆
様
の
御
意

見
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

チ
ー
ム
し
が 
県
議
団

代
表今

江
　
政
彦

　

今
年
は
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
を
は
じ
め
各
地
で
地
震
災

害
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
滋

賀
県
で
は
発
災
以
来
、
市
町
の

皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
被
災

地
の
支
援
を
継
続
し
て
お
り
ま

す
が
、
あ
ら
た
め
て
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表

し
、
一
日
も
早
い
復
興
を
共
に

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
災
害
を
教
訓

と
し
、
地
域
防
災
力
の
更
な
る

向
上
や
災
害
に
強
い
県
を
つ
く

る
た
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
新
年
度
の
重
要
施
策

で
あ
る
子
ど
も
政
策
に
つ
い
て

は
、（
仮
称
）
滋
賀
県
子
ど
も

基
本
条
例
の
制
定
を
は
じ
め
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
高
校

生
世
代
へ
の
拡
充
な
ど
の
多
く

の
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
解
決
に
向
け

て
県
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
し
っ

か
り
聴
き
な
が
ら
県
政
へ
と
届

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
し
が 

県
議
団
は
、
本

年
度
も
琵
琶
湖
や
県
民
の
皆
さ

ん
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治

の
実
現
に
向
け
て
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ざ
な
み
倶
楽
部代

表清
水
　
鉄
次

　

さ
ざ
な
み
倶
楽
部
は
、
駒
井

千
代
議
員
、
木
沢
成
人
議
員
、

私
の
３
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

年
始
に
は
能
登
半
島
地
震
が

あ
り
、
先
日
は
豊
後
水
道
を
震

源
と
す
る
地
震
が
あ
り
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ざ
な
み
倶
楽
部
で
は
重
点

施
策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
滋
賀

を
担
う
人
材
育
成
、
自
然
・
風

土
の
恵
み
で
あ
る
農
畜
・
水

産
・
林
業
の
振
興
を
挙
げ
て
お

り
ま
す
。

　

円
安
に
よ
る
物
価
高
で
、
事

業
や
日
々
の
生
活
が
圧
迫
さ
れ

て
お
り
、
引
き
続
き
支
援
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
不
登
校
支
援

や
事
業
承
継
、
指
定
管
理
の
選

定
方
法
な
ど
、
県
民
の
皆
様
の

声
を
聴
き
な
が
ら
、
様
々
な
施

策
を
提
案
し
、
行
政
と
共
に
取

り
組
み
ま
す
。

滋
賀
維
新
の
会

代
表河

村
　
浩
史

　

１
年
間
、
滋
賀
維
新
の
会
と

し
て
活
動
し
ま
し
た
が
、
昨
年

度
は
３
人
全
員
が
新
人
議
員
で

し
た
の
で
、
学
び
の
１
年
と
し

て
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

2
0
2
4
年
度
は
２
年
目
に

な
り
ま
す
の
で
、
財
源
の
確
保

を
は
じ
め
と
し
た
滋
賀
県
政
の

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
議
会
改
革
も

し
っ
か
り
と
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
来
年
に
は
国
ス

ポ
・
障
ス
ポ
大
会
、
大
阪
・
関

西
万
博
と
い
っ
た
滋
賀
県
に

と
っ
て
契
機
と
な
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
滋
賀

県
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

公
明
党
滋
賀
県
議
団

代
表清

水
　
ひ
と
み

　

公
明
党
滋
賀
県
議
団
は
、
岩

崎
和
也
議
員
と
私
の
２
名
で
活

動
し
、
皆
様
の
お
声
を
し
っ
か

り
聴
く
よ
う
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

現
場
第
一
主
義
が
公
明
党
滋

賀
県
議
団
の
伝
統
で
す
が
、
今

年
度
は
さ
ら
に
注
力
す
る
こ
と

と
し
、
４
月
に
は
水
産
試
験
場

を
は
じ
め
、
４
か
所
視
察
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
５
類

に
な
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ

大
変
な
状
況
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。
一
般
質
問
等
を
通
じ
て
そ

の
声
を
届
け
る
と
と
も
に
、
公

明
党
滋
賀
県
議
団
だ
よ
り
で
の

報
告
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
、
若
者
の
明
る
い
未

来
、
高
齢
者
の
安
心
の
暮
ら
し

を
目
指
し
、
本
年
も
全
力
で
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団

団
長節

木
　
三
千
代

　

日
本
共
産
党
が
繰
り
返
し
議

会
で
求
め
て
き
た
18
歳
ま
で
の

医
療
費
助
成
が
県
内
全
て
の
市

町
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、２
月
定
例
会
議
で
は
、

政
治
資
金
規
正
法
違
反
疑
惑
の

徹
底
解
明
と
再
発
防
止
を
求
め

る
意
見
書
が
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
企

業
団
体
献
金
の
禁
止
を
求
め
、

皆
さ
ん
と
声
を
上
げ
て
い
き
ま

す
。

　

賃
金
が
上
が
ら
ず
、
物
価
高

騰
で
暮
ら
し
は
深
刻
さ
が
増
す

中
、
消
費
税
の
５
％
へ
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
と
と
も
に
、
中

小
零
細
業
者
へ
の
直
接
の
支
援

や
学
校
給
食
の
無
償
化
、
国
保

料
の
引
き
下
げ
な
ど
の
実
現

へ
、
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

各
会
派
の
取
組
等

各
会
派
の
取
組
等

議会運営委員会 委員長 副委員長 委　　　員

議会運営委員会
（定数９人　現員９人） 加藤　誠一 田中松太郎

小川　泰江、柴田　清行、白井　幸則、
海東　英和、川島　隆二、奥村　芳正、
今江　政彦

特別委員会の構成 委員長 副委員長 委　　　員

琵琶湖・森林政策 
特別委員会

（定数10人　現員10人）
河井　昭成 菅沼　利紀

小河　文人、小川　泰江、村上　元庸、
周防　清二、奥村　芳正、清水　鉄次、
今江　政彦、節木三千代

地方創生・防災減災対策
特別委員会

（定数11人　現員10人）
桑野　　仁 森重　重則

田中　英樹、河村　浩史、清水ひとみ、
井狩　辰也、川島　隆二、木沢　成人、
角田　航也、冨波　義明

行財政・ＤＸ推進
特別委員会

（定数10人　現員10人）
本田　秀樹 岩崎　和也

谷　　成隆、野田　武宏、柴田　栄一、
田中松太郎、白井　幸則、海東　英和、
大野和三郎、中沢　啓子

公共交通・国スポ・障スポ大会対策
特別委員会

（定数10人　現員10人）
柴田　清行 桐田　真人

谷口　典隆、田中　　誠、中山　和行、
赤井　康彦、佐口　佳恵、重田　　剛、
加藤　誠一、九里　　学

会派別議員数
（令和６年４月26日現在）

自由民主党滋賀県議会議員団………… 20人
チームしが 県議団 …………………… 12人
さざなみ倶楽部………………………… ３人
滋賀維新の会…………………………… ３人
公明党滋賀県議団……………………… ２人
日本共産党滋賀県議会議員団………… ２人
無所属…………………………………… １人
 （定数44人）現員43人

自
由
民
主
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団

代
表奥

村
　
芳
正

● 滋賀県議会ホームページ、X（旧ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員
の紹介、会議録など、県議会の最新の情報を随時掲
載しています。また、本会議の模様はライブ中継と
録画配信をしています。

滋賀県議会ホームページ  https://www.shigaken-gikai.jp/

滋賀県議会X（旧ツイッター） （アカウント名　@shigakengikai）

●テレビ放送の御案内
　５月26日（日）午後６時30分から、県議会広報番組「県議会リ
ポート」をびわ湖放送で放送します。番組では、県議会の概要や正
副議長、議会運営委員長、各会派代表のインタビューをお届けし
ます。

議会選出監査委員 駒井　千代

関西広域連合議会議員 井狩　辰也、桑野　　仁、奥村　芳正、
角田　航也

議会からのお知らせ スマートフォン
等でも御覧いた

だけます。


